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ま
た
、
田
老
に
は
明
治
や
昭
和
の
際
の
津
波
の
供
養
塔
や
慰
霊
碑
が
残
さ
れ
て

い
る
。
田
老
に
は
昭
和
三
陸
地
震
津
波
の
後
の
昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
に
館
ヶ

森
の
常
運
寺
に
建
て
ら
れ
た
「
三
陸
大
海
嘯
溺
死
者
慰
霊
塔
」
と
田
の
沢
の
田
老

第
一
小
学
校
脇
の
建
て
ら
れ
た
「
大
海
嘯
記
念
碑
」
が
あ
る
。
田
老
第
一
小
学
校

脇
の
碑
の
表
面
に
は
「
一
、
大
地
震
の
後
に
は
津
浪
が
来
る
／
一
、
地
震
か
あ
っ

た
ら
此
処
へ
来
て
一
時
間
我
慢
せ
／
一
、
津
波
に
襲
れ
た
ら
何
処
て
も
此
の
位
の

高
所
へ
逃
け
ろ
／
一
、
遠
く
へ
逃
け
て
は
津
浪
に
追
付
か
る
／
一
、
常
に
近
く
の

高
い
所
を
用
意
し
て
置
け
」
と
い
う
教
訓
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
背
面
に
は
「
昭

和
八
年
三
月
三
日
午
前
二
時
三
十
分
上
下
ニ
動
揺
ス
ル
強
震
ア
リ
続
イ
テ
三
時
十

分
頃
ヨ
リ
大
音
響
ト
共
ニ
大
海
嘯
ノ
襲
来
ア
リ
テ
午
前
三
時
二
十
分
頃
被
害
最
モ

多
シ
／
本
村
ノ
流
失
戸
数
五
百
五
戸　
溺
死
者
九
百
十
一
名　
負
傷
者
百
二
十
二

名
／
損
害
見
積
金
二
百
九
十
二
万
八
千
七
百
五
圓
／
本
碑
は
東
京
朝
日
新
聞
社
読

者
ヨ
リ
寄
託
セ
ラ
レ
タ
ル
義
捐
金
ヲ
同
社
ニ
於
テ
罹
災
各
市
町
村
ニ
分
配
セ
ル
残

金
ヲ
更
ニ
本
碑
建
設
費
ト
シ
テ
寄
贈
セ
ラ
レ
タ
ル
金
員
ヲ
以
テ
建
設
シ
タ
ル
モ
ノ

也
／
昭
和
九
年
三
月　
下
閉
伊
郡
田
老
村
長　
関
口
松
太
郎　
誌
」
と
あ
る
。
昭

和
８
年
の
津
波
に
よ
る
被
害
と
石
碑
建
立
の
経
緯
が
記
さ
れ
、
後
世
に
津
波
の
教

訓
を
伝
え
よ
う
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
田
老
で
は
昭
和
８
年
の
津
波
の
日
で
あ
る
３
月
３
日
午
前
中
に
、
防
災
訓
練
を

毎
年
行
っ
て
い
る
。
地
区
ご
と
に
避
難
場
所
ま
で
避
難
す
る
訓
練
を
行
っ
て
い
る

が
、
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
男
性
の
参
加
率
は
低
い
も
の
の
、
女
性
の
参
加
率
は

高
か
っ
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
平
成
23
年
３
月
11
日
の
２
日
前

の
９
日
午
前
11
時
45
分
に
も
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・３
の
地
震
が
起
き
て
お
り
、

こ
の
時
も
多
く
の
住
民
が
避
難
場
所
ま
で
自
主
的
に
避
難
を
行
っ
て
い
た
。
こ
う

い
っ
た
点
に
も
日
頃
の
防
災
意
識
の
高
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、〝
万
里
の
長
城
〟
と
呼
ば
れ
た
世
界
一
の
規
模
の
防
潮
堤
を
整
備
し
、
昭

和
35
年（
１
９
６
０
）の
チ
リ
地
震
で
は
他
地
域
で
は
津
波
の
被
害
が
発
生
し
て
も
、

田
老
で
は
津
波
の
被
害
は
皆
無
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
平
成
23
年
３
月
11
日
14
時
46
分
に
三
陸
沖
東
南
東
約
１
３
０
㌔
付
近

を
震
源
と
す
る
、
後
に
東
日
本
大
震
災
と
呼
ば
れ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
の
巨

大
地
震
が
発
生
し
、
約
35
分
後
の
15
時
26
分
頃
に
高
さ
８・５
㍍
以
上
の
津
波
が
田

第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ａ　
田
老
地
域

第
２
章　
避
難
生
活
と
心
の
ケ
ア
―
田
老
で
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
―

神
田
竜
浩

は
じ
め
に

　
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に
発
生
し
た
巨
大
地
震
は
、

地
震
の
被
害
の
み
な
ら
ず
、
直
後
に
起
き
た
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。

こ
の
項
で
は
、
田
老
地
区
の
住
民
の
方
々
の
震
災
直
後
の
避
難
の
様
子
や
、
避
難

所
で
の
生
活
、
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
っ
た

も
の
を
ま
と
め
た
。
な
お
、
聞
き
取
り
を
し
た
方
の
氏
名
の
後
に
括
弧
書
き
で
生

年
と
震
災
前
の
居
住
地
区
に
つ
い
て
記
載
し
た
。

　

田
老
は
、
津
波
の
常
襲
地
域
で
あ
り
、
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
や
昭
和
８

（
１
９
３
３
）
年
の
三
陸
地
震
で
も
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、

過
去
の
津
波
の
伝
承
や
津
波
の
脅
威
を
後
世
に
伝
え
る
石
碑
が
至
る
場
所
に
残
っ

て
い
る
よ
う
に
、
住
民
の
防
災
意
識
は
非
常
に
高
か
っ
た
。

　
現
在
の
住
人
の
父
母
や
祖
父
母
は
、
明
治
や
昭
和
の
津
波
を
実
際
に
体
験
し
て

い
た
り
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
親
か
ら
聞
か
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
方
々
も
当
然

な
が
ら
小
さ
い
時
か
ら
津
波
の
話
を
聞
か
さ
れ
て
き
た
。
佐
藤
チ
ヤ
さ
ん
（
昭
和

20
年
生
、
野
原
）
は
、
避
難
道
具
や
服
な
ど
を
枕
元
に
置
い
て
お
き
、
い
つ
で
も

逃
げ
ら
れ
る
よ
う
な
準
備
を
し
て
お
く
よ
う
に
親
に
言
わ
れ
た
と
い
う
。
山
本
松

蔵
さ
ん
（
大
正
15
年
生
、
荒
谷
）
も
「
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
ろ
」「
火
事
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
焚
き
火
に
は
鍋
を
か
ぶ
せ
ろ
」
と
い
う
よ
う
に
、
津
波
の
時
の
心
構

え
を
小
さ
い
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
信
夫
安
美
さ
ん（
昭
和
２
年
生
、下
荒
谷
）

は
、「
地
震
が
あ
っ
た
ら
逃
げ
ろ
」「
地
震
が
あ
っ
た
ら
井
戸
を
見
ろ
。水
が
無
く
な
っ

た
ら
津
波
が
来
る
」「
川
伝
い
に
逃
げ
る
な
、
橋
を
渡
る
な
」
と
い
う
よ
う
に
避
難

の
際
の
教
訓
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
高
屋
敷
ノ
ブ
子
さ
ん（
昭
和
６
年
生
、館
ヶ
森
）

は
、「
地
震
の
後
は
家
に
絶
対
に
戻
っ
て
は
い
け
な
い
」「
川
の
水
が
引
い
た
ら
危

な
い
」
と
い
う
話
を
母
親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
津
波
の
伝
承
や
教
訓
は

そ
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
多
く
の
方
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

各地域における東日本大震災
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震
災
前
は
荒
谷
で
嘉
兵
衛
屋
商
店
を
営
ん
で
お
り
、
地
震
の
時
は
２
人
と
も
店

に
い
た
。
靖
子
さ
ん
は
地
震
が
来
た
の
で
逃
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
ス

ト
ー
ブ
の
火
を
止
め
、
２
階
に
上
が
っ
た
。
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
に
懐
中
電
灯
を
入
れ

て
１
階
に
戻
る
と
、
店
の
品
物
が
床
の
上
に
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
た
。
靖
子
さ
ん

は
嘉
七
さ
ん
に
避
難
を
勧
め
た
が
逃
げ
な
い
の
で
、
１
人
で
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド

ま
で
向
か
っ
た
。
途
中
で
近
所
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な
り
、
と
も
に
中
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
し
た
。
一
方
、
嘉
七
さ
ん
は
店
の
前
に
立
ち
、
店
の
前
を
走
る

国
道
45
号
線
の
様
子
を
眺
め
て
い
た
。
震
災
直
後
は
車
も
ほ
と
ん
ど
通
ら
ず
、
警

報
の
サ
イ
レ
ン
だ
け
が
響
い
て
い
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
漁
協
の
職
員
が
２
人

走
っ
て
き
て
「
津
波
が
来
た
」
と
叫
び
な
が
ら
中
学
校
へ
と
走
っ
て
行
く
の
で
、

嘉
七
さ
ん
も
そ
の
後
を
追
っ
て
中
学
校
ま
で
避
難
し
た
。
中
学
校
の
手
前
で
一
息

つ
い
た
時
、
後
方
で
砂
煙
が
見
え
た
の
で
、
赤
沼
山
へ
と
逃
げ
た
。
階
段
の
途
中

で
中
学
校
の
方
を
見
る
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
瓦
礫
が
な
だ
れ
込
む
様
子
が
見
え
た
。

赤
沼
山
で
嘉
七
さ
ん
は
靖
子
さ
ん
と
再
会
す
る
。
靖
子
さ
ん
は
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
危
な
い
と
言
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
中
学
校
の
裏
山
に
登
り
、
津
波
が
収
ま
っ

た
後
、
尾
根
伝
い
に
赤
沼
山
へ
と
移
動
し
、
そ
こ
で
嘉
七
さ
ん
の
姿
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
２
人
は
日
暮
れ
前
に
は
山
を
下
り
た
い
と
思
い
、
常
運
寺
か
ら

山
を
下
り
、
小
学
校
の
体
育
館
に
避
難
し
た
。

山
本
文
雄
さ
ん
（
昭
和
27
年
生
、
野
原
）

　
山
本
さ
ん
は
市
の
職
員
で
、
道
路
を
維
持
す
る
仕
事
に
つ
い
て
い
た
。
震
災
の

時
は
田
老
北
部
の
工
事
現
場
か
ら
車
で
事
務
所
に
戻
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
山
本
さ

ん
は
地
震
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
三
王
閣
を
過
ぎ
た
時
、
空
が
黄
色
い
よ
う

な
気
が
し
た
と
い
う
。
三
王
閣
の
坂
道
を
降
り
る
と
水
門
が
閉
ま
っ
て
い
る
の
が

目
に
留
ま
り
、
事
務
所
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
大
き
く
ゆ
が
ん
で
い
る
の
を
見
て
地
震

が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
防
潮
堤
に
戻
っ
て
水
門
が
閉
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
防
潮
堤
の
上
に
上
が
っ
て
海
を
見
る
と
、
海
は
た
ち
ま
ち
水
位
が
上

が
り
始
め
、
港
の
小
屋
が
波
に
よ
っ
て
バ
キ
バ
キ
と
音
を
立
て
て
壊
さ
れ
る
様
子

を
見
た
。
急
い
で
防
潮
堤
を
降
り
る
と
、
遠
く
に
黒
い
波
が
見
え
た
の
で
、
車
に

戻
り
三
王
閣
へ
向
か
っ
て
坂
道
を
登
り
、
三
王
閣
の
駐
車
場
ま
で
避
難
し
た
。

老
の
街
を
襲
っ
た
。
前
述
の
よ
う
な
高
い
防
災
意
識
や
巨
大
防
潮
堤
な
ど
の
防
災

拠
点
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
想
定
を
越
え
る
巨
大
津
波
は
田
老
地
区
に

死
者
１
８
１
人
、家
屋
倒
壊
数
２
千
９
９
６
棟
（
全
壊
７
２
２
棟
、半
壊
６
４
７
棟
、

一
部
破
損
１
１
８
棟
、
床
上
浸
水
１
千
２
６
２
棟
、
床
下
浸
水
２
４
７
棟
）
と
い

う
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

　
次
に
、
田
老
の
住
民
の
避
難
の
様
子
、
避
難
所
の
生
活
、
仮
設
住
宅
の
暮
ら
し

な
ど
聞
い
た
話
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
筆
者
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や

こ
の
仮
設
住
宅
を
訪
ね
、
平
成
24
年
、
25
年
の
２
年
間
に
田
老
の
住
民
30
名
の
聞

き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。
平
成
24
年
の
調
査
で
は
、
避
難
の
様
子
、
避
難
所
の
暮

ら
し
な
ど
の
話
が
多
く
、
25
年
の
調
査
で
は
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し
、
そ
こ
で
の

問
題
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
こ
こ
で
聞
い
た
ご
く
僅
か
の
話

の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
震
災
発
生
時
か
ら
時
系
列
ご
と
に
い
く

つ
か
の
項
目
に
分
け
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

１　
地
震
発
生
と
避
難

　
ま
ず
は
３
月
11
日
の
巨
大
地
震
発
生
時
の
様
子
を
数
人
の
話
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

佐
藤
チ
ヤ
さ
ん
（
前
述
）

　
外
出
し
て
家
に
戻
る
直
前
に
地
震
に
遭
っ
た
。
地
震
が
一
旦
収
ま
る
と
近
所
の

住
人
に
声
を
掛
け
な
が
ら
家
に
戻
る
と
、
そ
の
日
は
た
ま
た
ま
仕
事
が
休
み
だ
っ

た
夫
が
家
に
お
り
、
夫
と
共
に
車
で
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
夫
は
す
で
に
車

に
毛
布
を
積
み
、
避
難
の
準
備
を
し
て
い
た
。
国
道
45
号
線
を
北
上
し
、
乙
部
か

ら
坂
を
登
り
始
め
た
時
に
後
ろ
を
振
り
返
る
と
黒
い
波
が
見
え
た
。
そ
し
て
、
電

線
が
バ
ン
バ
ン
と
音
が
し
て
火
花
が
散
る
の
を
見
た
。

　
佐
藤
夫
婦
は
重
津
部
の
道
の
駅
た
ろ
う
に
避
難
し
、
そ
こ
で
一
夜
を
過
ご
し
た
。

そ
の
夜
は
、
道
の
駅
の
食
堂
の
冷
凍
食
品
を
分
け
て
も
ら
い
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の

畳
の
上
に
避
難
し
た
人
た
ち
が
身
を
寄
せ
合
っ
て
寝
た
。
道
の
駅
は
食
べ
物
も
少

な
か
っ
た
た
め
、
夫
婦
は
翌
日
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
へ
と
移
動
し
た
。

山
本
嘉
七
さ
ん
（
昭
和
13
年
生
、
荒
谷
）・
靖
子
さ
ん
（
昭
和
17
年
生
、
荒
谷
）

避難生活と心のケア
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４
月
１
日
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
が
避
難
所
と
な
る
ま
で
の
間
、
家
族
・

親
戚
等
の
家
に
身
を
寄
せ
た
人
た
ち
の
ほ
か
、
多
く
の
人
た
ち
は
常
運
寺
、
田
老

第
一
小
学
校
、
宮
古
北
高
等
学
校
で
避
難
生
活
を
送
っ
た
。
こ
の
項
で
は
ま
ず
施

設
ご
と
の
様
子
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

常
運
寺

　
高
橋
ア
イ
子
さ
ん
（
昭
和
５
年
生
、
川
向
）
は
、
寺
に
避
難
し
１
週
間
ほ
ど
庫

裏
で
避
難
生
活
を
送
っ
た
。
地
震
の
晩
は
毛
布
も
少
な
く
座
布
団
を
敷
い
て
寝
た
。

数
日
後
、
荒
谷
で
山
火
事
が
起
こ
り
、
寺
に
避
難
に
し
て
い
た
半
分
く
ら
い
の
人

が
宮
古
北
高
に
避
難
し
て
い
っ
た
。
高
橋
さ
ん
は
震
災
の
１
週
間
後
に
、
青
森
に

い
る
次
男
の
も
と
へ
移
っ
て
い
る
。
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
う
ち
数
人
が
常
運

寺
に
避
難
し
た
が
、
山
火
事
の
際
に
北
高
に
移
っ
て
お
り
、
３
月
下
旬
の
様
子
を

聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

田
老
第
一
小
学
校

　
佐
々
木
ハ
ル
さ
ん
（
昭
和
16
年
生
、
上
荒
谷
）
は
、
小
学
校
の
体
育
館
に
避
難

し
た
。
荒
谷
の
多
く
の
住
人
は
こ
の
小
学
校
に
避
難
し
て
い
た
。
体
育
館
は
寒
か
っ

た
が
、
小
学
校
の
先
生
が
窓
の
カ
ー
テ
ン
を
外
し
て
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
く
る

ま
っ
て
眠
っ
た
。
そ
の
日
は
神
田
の
農
家
の
方
か
ら
お
に
ぎ
り
の
差
し
入
れ
が
あ

り
、そ
れ
を
み
ん
な
で
分
け
合
っ
て
食
べ
た
。
数
日
後
、体
育
館
か
ら
教
室
に
移
り
、

こ
こ
で
は
毛
布
も
手
に
入
り
、
ス
ト
ー
ブ
も
あ
っ
て
暖
か
っ
た
。
飲
用
水
は
最
初

は
校
庭
の
側
を
流
れ
る
沢
水
を
飲
ん
で
い
た
が
、
そ
の
う
ち
飲
用
禁
止
と
さ
れ
た
。

飲
用
水
は
自
衛
隊
の
支
援
で
水
の
タ
ン
ク
で
賄
っ
た
。
衣
類
の
支
援
も
多
く
あ
っ

た
。
３
月
下
旬
に
は
、
電
話
が
設
置
さ
れ
、
遠
方
に
い
る
子
ど
も
た
ち
と
連
絡
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
風
呂
は
小
田
代
山
荘
に
バ
ス
で
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
、

２
回
入
っ
た
。
普
段
は
水
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
水
は
使
え
ず
消
毒
液
を
使
い
、

歯
を
磨
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　
加
藤
安
夫
さ
ん
（
昭
和
17
年
生
、荒
谷
）
の
話
で
は
、ト
イ
レ
が
大
変
だ
っ
た
が
、

３
月
下
旬
に
は
水
道
が
復
旧
し
、
校
舎
の
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
消
防
団
が
必
ず
水
門
を
閉
め
て
お
り
、
聞
き
取
り

調
査
で
も
数
人
の
方
が
水
門
を
閉
め
る
消
防
団
の
姿
を
目
撃
し
て
い
る
。

丸
山
幸
子
さ
ん
（
昭
和
17
年
生
、
川
向
）

　
丸
山
さ
ん
の
家
は
防
潮
堤
の
外
側
に
あ
り
、
津
波
の
危
険
地
帯
に
住
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
雑
誌
の
取
材
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
場
所
に
は
丸
山

家
の
他
に
も
５
軒
の
家
が
あ
っ
た
。
丸
山
さ
ん
の
家
の
前
に
は
防
潮
堤
の
水
門
が

あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
津
波
警
報
発
令
時
に
は
消
防
団
が
来
て
必
ず
門
を
閉
め
た
。

防
潮
堤
に
は
階
段
も
あ
り
、
登
る
こ
と
も
で
き
た
が
、
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
る

と
昼
夜
を
問
わ
ず
、
水
門
が
閉
ざ
さ
れ
る
前
に
防
潮
堤
の
内
側
に
避
難
す
る
よ
う

に
し
て
い
た
。
地
震
の
時
、
丸
山
さ
ん
は
家
の
２
階
に
お
り
、
今
ま
で
に
な
い
強

い
揺
れ
を
感
じ
て
津
波
が
来
る
と
思
っ
た
。
丸
山
さ
ん
は
即
座
に
何
も
持
た
ず
に

徒
歩
で
避
難
し
た
。
普
段
か
ら
逃
げ
る
時
は
高
い
所
に
登
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
、

人
が
い
な
い
場
所
に
避
難
す
る
と
孤
立
し
て
し
ま
う
た
め
、
総
合
事
務
所
ま
で
歩

き
、
赤
沼
山
に
登
っ
た
。
赤
沼
山
に
登
る
時
に
堤
防
に
波
が
ぶ
つ
か
る
様
子
を
見

た
。
山
上
か
ら
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
家
や
車
が
押
し
流
さ
れ
る
様
子
に
驚
い

た
。
赤
沼
山
に
避
難
し
た
住
民
を
常
運
寺
が
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
で
、
そ
の
晩

は
寺
の
本
堂
に
泊
ま
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
田
老
の
数
人
の
方
の
話
だ
が
、
実
際
の
避
難
の
様

子
を
取
り
上
げ
た
。
聞
き
取
り
の
対
象
は
女
性
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
日
頃
の
防
災
意
識
に
つ
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
女
性
の
方
が
地
震
の
際
は

率
先
し
て
避
難
し
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
ま
た
、
実
際
に
避
難
し
た
方
々
の
話
を
聞
く
と
、「
地
震
が
来
た
の
で
逃
げ
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
は
思
っ
た
が
、
実
際
に
津
波
が
襲
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」「
防

潮
堤
が
あ
る
の
で
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
」
と
い
う
話
が
多
く
聞
か
れ
、
こ
の
日
も

防
潮
堤
の
威
力
を
信
じ
、
本
当
に
津
波
が
来
る
の
か
半
信
半
疑
で
避
難
し
た
と
い

う
人
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

２　
避
難
所
で
の
生
活

各地域における東日本大震災
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よ
う
だ
。
最
初
は
干
す
場
所
に
限
り
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
ス
ケ
ー
ト
場
に
物

干
し
竿
が
置
か
れ
た
と
い
う
。

　
他
の
方
の
話
で
は
、
和
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
が
他
の
家
族
と
一
緒
と
い
う

状
況
の
中
で
気
疲
れ
を
感
じ
た
と
言
っ
た
声
も
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
喫
煙
者
の
た

め
の
喫
煙
場
所
も
設
け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
喫
煙
仲
間
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
耳
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
避
難
時
に
ペ
ッ
ト
を
伴
っ
て
逃
げ
た
方
の
話
を
聞
く
こ
と
も
で
き
た
。

牧
野
正
博
さ
ん
（
昭
和
10
年
生
、
館
ヶ
森
）
は
猫
と
と
も
に
車
で
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

に
避
難
し
た
。
避
難
所
に
猫
を
伴
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
た
め
、
猫
を
車
の

中
で
飼
っ
た
。
そ
し
て
、
仮
設
住
宅
に
移
る
ま
で
の
間
、
毎
日
ト
イ
レ
や
餌
の
た

め
に
猫
の
も
と
に
通
っ
た
。
猫
は
車
の
中
で
生
活
し
た
た
め
、
運
動
不
足
で
太
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
運
動
を
さ
せ
る
た
め
に
車
の
外
で
遊
ば
せ
た
が
他

の
人
の
目
を
非
常
に
気
を
遣
っ
た
よ
う
だ
。
避
難
所
で
は
犬
と
一
緒
に
避
難
し
た

人
も
あ
り
、
犬
は
ト
イ
レ
の
横
に
繋
が
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
で
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
寝
泊
ま
り
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
今
回
の
震
災
で
家
屋
が
無
事
だ
っ
た
方
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

家
の
食
料
が
尽
き
て
も
ガ
ソ
リ
ン
が
手
に
入
ら
な
い
た
め
車
で
買
い
物
に
も
行
け

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
役
場
と
相
談
し
た
上
で
、
避
難
所
に
食
べ
物
を
分
け
て
も
ら

い
に
出
か
け
た
。
し
か
し
、「
被
災
し
て
い
な
い
の
に
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
た
と
い
う
。
そ
こ
に
は
被
災
者
と
は
違
う
苦
労
が
あ
っ
た
。

３　
仮
設
住
宅
で
の
生
活
と
心
の
ケ
ア

　
５
月
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
内
に
仮
設
住
宅
が
完
成
し
、
避
難
所
で
の
生
活
を
終
え
、

６
月
１
日
か
ら
仮
設
住
宅
に
移
る
こ
と
に
な
る
。
平
成
24
年
の
調
査
の
際
に
は
、

仮
設
住
宅
に
入
居
し
た
方
々
か
ら
は
、「
体
育
館
や
ア
リ
ー
ナ
で
の
生
活
を
考
え
れ

ば
、
こ
こ
は
天
国
だ
」
と
い
っ
た
感
想
が
多
く
聞
か
れ
た
。
女
性
た
ち
の
中
に
は

集
会
所
で
手
芸
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
活
動
し
た
り
、
時
間
が
あ
れ
ば
集
会

所
を
訪
れ
て
話
を
す
る
人
も
多
い
。
一
方
で
、
翌
年
の
調
査
の
際
に
は
、
仮
設
住

宅
で
は
こ
こ
で
の
生
活
に
な
じ
め
な
か
っ
た
り
、
将
来
に
対
す
る
不
安
な
ど
か
ら
、

小
学
校
の
近
く
の
総
合
事
務
所
に
診
療
所
や
支
援
の
医
師
が
お
り
、
薬
も
手
に
入

る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
学
校
の
教
員
が
家
に
も
帰
ら
ず
、避
難
所
の
運
営
に
当
た
っ

て
い
た
。

宮
古
北
高
等
学
校

　
前
述
の
山
本
嘉
七
さ
ん
・
靖
子
さ
ん
夫
婦
は
、
小
学
校
に
避
難
し
て
い
た
が
、

３
月
12
日
に
山
火
事
が
発
生
し
た
際
、
小
学
校
が
燃
え
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
噂

を
聞
き
、
三
陸
鉄
道
の
線
路
伝
い
に
避
難
し
、
宮
古
北
高
等
学
校
に
移
動
し
た
。

当
時
、
高
校
の
体
育
館
は
遺
体
安
置
所
と
な
っ
て
お
り
、
最
初
は
格
技
場
に
泊
ま

る
こ
と
に
な
る
。
山
本
夫
婦
は
そ
の
後
同
窓
会
館
の
２
階
の
和
室
に
移
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
部
屋
ご
と
に
連
絡
担
当
者
を
決
め
、
班
長
会
議
が

開
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
会
議
で
は
、
避
難
所
で
の
要
望
を
出
し
た
り
、
市

の
職
員
か
ら
現
状
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
高
等
学
校
に
は
看
護
師
も
い

た
た
め
、
薬
の
相
談
も
で
き
た
と
い
う
。
電
話
は
３
月
中
旬
に
緊
急
電
話
が
取
り

付
け
ら
れ
た
。
物
資
の
支
援
で
は
、
ま
ず
は
高
校
の
近
所
の
方
に
よ
る
支
援
が
あ

り
、次
第
に
物
資
が
届
く
よ
う
に
な
る
。
米
軍
の
ヘ
リ
に
よ
る
物
資
の
搬
送
も
あ
っ

た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、
自
衛
隊
に
よ
る
風
呂
の
提
供
も
あ
っ
た
と
い
う
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ

　
４
月
１
日
に
な
る
と
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
が
避
難
所
と
な
り
、
そ
の
他
の
場
所
に

避
難
し
て
い
た
人
々
は
す
べ
て
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
で
は
、
高
齢
者
や
病
気
の
人
は
宿
泊
棟
、
そ
の
他
の
人
た
ち
は
ア
リ
ー
ナ

で
生
活
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
当
初
、
ア
リ
ー
ナ
に
入
り
、
途
中
か
ら
宿
泊
棟
に
移
っ
た
佐
々
木
ハ
ル
さ
ん
（
前

述
）
の
話
で
は
、
ア
リ
ー
ナ
で
は
毛
布
１
枚
だ
け
で
す
き
ま
風
が
あ
っ
て
寒
く
、

ス
ト
ー
ブ
の
火
も
効
か
な
い
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。
夜
は
咳
の
音
や
子
ど
も
の
泣

き
声
が
聞
こ
え
、
寝
づ
ら
い
夜
が
続
い
た
。
高
齢
の
た
め
、
数
日
で
佐
々
木
さ
ん

は
宿
泊
棟
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
夫
婦
２
組
で
宿
泊
棟
の
和
室
に
入
る
こ
と

に
な
る
。
風
呂
は
部
屋
ご
と
に
交
替
で
入
り
、
ア
リ
ー
ナ
の
外
に
設
置
さ
れ
た
洗

濯
機
で
洗
濯
を
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
朝
の
出
勤
前
の
時
間
は
混
み
合
っ
て
い
た

避難生活と心のケア
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行
困
難
と
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
仮
設

住
宅
で
は
平
成
25
年
ま
で
に
２
人
の
自
殺
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
民
生
委
員
の
活

動
は
、
震
災
直
後
の
避
難
生
活
の
把
握
、
支
援
な
ど
の
活
動
か
ら
、
１
年
経
つ
と

被
災
者
の
心
の
ケ
ア
の
問
題
へ
と
移
っ
て
い
た
。

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
行
う
三
浦
章
さ
ん
（
昭
和
18
年
生
、宮
古
市
在
住
）

は
、
共
感
と
受
容
、
直
し
て
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
話
を
き
い
て
い
る
う
ち
に
問

題
が
解
決
す
る
と
い
う
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
精
神
に
共
感
し
、
宮
古

市
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体
に
参
加
し
た
。
平
成
23
年
９
月
に
市
内
の
仮
設

住
宅
の
談
話
室
や
集
会
所
な
ど
６
か
所
で
傾
聴
サ
ロ
ン
を
開
い
た
。
当
時
は
、
被

災
者
が
サ
ロ
ン
を
訪
れ
て
も
、
う
つ
む
い
た
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
。
三
浦
さ
ん
ら
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
そ
れ
に
寄
り
添
い
、
自
分
の
口
か
ら
話
が
出
て

く
る
の
を
待
っ
た
。
そ
の
年
の
冬
に
な
る
と
、
女
性
た
ち
は
冬
の
防
寒
対
策
の
話

題
な
ど
を
話
す
よ
う
に
な
り
、
生
き
て
い
く
た
め
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。
傾
聴
サ
ロ
ン
の
利
用
者
の
多
く
は
女
性
で
、
男
性
は
女
性
に

圧
倒
さ
れ
て
帰
っ
て
し
ま
う
。
三
浦
さ
ん
は
女
性
は
強
く
、
男
性
は
弱
い
と
い
う
。

被
災
者
と
顔
な
じ
み
に
な
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
話
し

声
も
だ
ん
だ
ん
と
大
き
く
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
サ
ロ
ン
に
も
大
勢
の
人
が
集
ま
る
よ

う
に
な
り
、
次
第
に
ひ
と
つ
の
フ
ロ
ア
で
聴
く
接
し
方
に
難
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
頃
に
な
る
と
、
話
題
は
高
台
移
転
や
住
居
の
嵩
上
げ
の
話
題
が
出

る
よ
う
に
な
る
。
経
済
力
が
あ
る
人
は
仮
設
住
宅
か
ら
出
て
い
く
が
、
行
き
た
く

て
も
行
け
な
い
人
は
将
来
が
見
え
ず
、
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
疎
外
感
を
受

け
、自
分
を
責
め
る
人
が
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
問
題
は
男
性
が
多
く
抱
え
て
お
り
、

三
浦
さ
ん
ら
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
相
談
し
、
施
設
内
に
「
男
の
談
話
室
」
を
開
設

し
た
。
そ
こ
に
は
、
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
を
用
意
し
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
ゆ
っ
く

り
と
顔
を
合
わ
せ
、
話
を
聴
い
て
い
く
。
活
動
当
初
の
利
用
者
は
１
日
４
、５
人
程

度
で
、
娯
楽
に
も
あ
ま
り
手
を
つ
け
な
か
っ
た
と
い
う
。
三
浦
さ
ん
は
こ
の
活
動
の

中
で
、
利
用
者
は
総
体
的
に
見
て
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。

し
か
し
心
の
悩
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
ま
だ
ま
だ
悩
み
は
多
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
言

葉
に
傷
つ
い
て
し
ま
い
、
欝
病
に
な
っ
て
し
ま
う
人
も
多
い
と
語
る
。
三
浦
さ
ん
は

引
き
こ
も
り
、
鬱
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
問
題
も
起
こ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
か
ら
被
災
者
の
悩
み
に
寄
り
添
う
活
動
を
お
こ
な
っ
た
方
々
の
話
を

紹
介
す
る
。

　
民
生
委
員
を
務
め
る
小
林
学
さ
ん
（
昭
和
22
年
生
、館
ヶ
森
）
は
、震
災
の
当
時
、

田
老
の
民
生
委
員
の
副
会
長
を
し
て
お
り
、
近
隣
の
高
齢
者
の
家
を
周
り
ワ
ゴ
ン

車
に
乗
せ
て
往
復
し
、
安
全
な
場
所
ま
で
避
難
さ
せ
た
。
小
林
さ
ん
は
津
波
到
達

前
に
６
世
帯
を
回
っ
た
が
、「
声
を
掛
け
た
の
に
逃
げ
ず
に
亡
く
な
っ
た
人
の
事
が

悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
」
と
そ
の
時
の
無
念
さ
を
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
身
を

捨
て
る
の
で
は
な
く
、
自
分
が
助
か
ら
な
く
て
は
他
の
人
が
助
け
ら
れ
な
い
、
ま

ず
は
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
説
い
て
い
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。
民
生
委
員
は
震
災
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
の
管
轄
地
区
の
住
民
の
生

存
状
況
を
避
難
所
を
回
っ
て
聴
取
し
、
確
認
を
行
っ
た
。
そ
の
他
に
も
被
災
証
の

発
行
、
物
資
の
需
給
の
代
行
、
被
害
状
況
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
見
舞
金
の

配
達
な
ど
多
く
の
仕
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
会
議
を
開
き
、
報
告
を
聞
い
た
り
、

各
委
員
と
の
情
報
交
換
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
生
存
確
認
を
行
う
と

い
っ
て
も
、
震
災
直
後
は
道
路
も
復
旧
し
て
お
ら
ず
、
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
被
災
し
な
か
っ
た
人
た
ち
が
支
援
物
資
を
も
ら
う
と
非
難
を
受
け

て
大
変
だ
っ
た
た
め
、
物
資
の
需
給
を
代
行
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
民
生
委
員
は

被
災
せ
ず
に
残
っ
た
家
と
避
難
所
、
の
ち
に
仮
設
住
宅
と
い
う
よ
う
に
、
受
け
持

ち
の
地
域
に
加
え
て
、
仮
設
住
宅
の
２
か
所
を
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
委
員
の
担
当
の
再
分
担
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
小
林
さ
ん
の
担
当

地
域
で
は
被
災
し
な
か
っ
た
家
が
約
20
軒
、
仮
設
住
宅
が
約
30
軒
だ
っ
た
。
そ
の

間
に
民
生
委
員
の
会
長
が
亡
く
な
り
、
小
林
さ
ん
は
会
長
代
行
と
な
り
、
そ
の
年

の
秋
に
は
会
長
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
翌
年
ま
で
続
い
た
。
民
生

委
員
へ
の
相
談
は
、
最
初
の
う
ち
は
物
資
が
届
か
な
い
と
い
っ
た
も
の
が
多
か
っ

た
が
、
時
間
を
経
る
に
つ
れ
て
、
隣
近
所
に
対
す
る
苦
情
へ
と
変
わ
り
、
物
が
揃

う
よ
う
に
な
る
と
家
を
建
て
た
い
と
い
っ
た
要
望
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
高
齢
者
は
団
体
生
活
を
苦
手
と
す
る
人
が
多
く
、
中
に
は
欝
病
を
発
症
し

た
り
引
き
こ
も
り
と
な
る
人
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
あ
ま
り
出
歩
か
な
い
た
め
に
歩

各地域における東日本大震災
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本
さ
ん
ら
黒
森
神
楽
の
神
楽
衆
は
そ
れ
で
も
廻
り
神
楽
を
続
け
て
い
る
。
松
本
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
震
災
後
、
被
災
し
た
人
た
ち
は
交
流
も
少
な
い
せ
い
か
、
神
楽
を

存
分
に
楽
し
ん
で
く
れ
、
非
常
に
盛
り
上
が
る
の
だ
と
い
う
。
巡
行
で
訪
れ
て
い
る

場
所
は
、
神
社
の
祭
を
再
開
で
き
て
い
な
い
土
地
も
多
く
、
廻
り
巡
行
が
み
ん
な
で

集
ま
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
松
本
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
ほ
ん
の
一
握
り
の
事
例
に
過
ぎ
な
い
が
、

被
災
者
に
寄
り
添
う
活
動
と
言
っ
て
も
、
行
政
の
活
動
で
あ
る
民
生
委
員
も
あ
れ

ば
、民
間
活
動
で
あ
る
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、さ
ら
に
は
民
間
信
仰
で
あ
る
イ
タ
コ
、

民
俗
芸
能
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
被
災
者
の
心
の

ケ
ア
に
務
め
た
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
に

　
筆
者
が
調
査
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
平
成
24
年
、
25
年
の
２
年
間
に
過
ぎ
ず
、

そ
の
後
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
田
老
の
町
の
再
開
発
も
進
み
、
高
台
住
宅
が
完
成

し
て
移
転
が
始
ま
り
、
嵩
上
げ
住
宅
が
で
き
は
じ
め
た
。
一
方
、
依
然
と
し
て
仮

設
住
宅
で
の
生
活
を
続
け
る
人
た
ち
が
お
り
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
問
題
も
ま
だ

続
い
て
い
る
と
思
わ
れ
、ま
た
、新
た
な
問
題
も
生
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
項
は
震
災
直
後
か
ら
平
成
25
年
ま
で
の
３
年
間

に
お
け
る
田
老
の
方
々
の
生
活
の
過
程
の
ほ
ん
の
一
部
分
に
つ
い
て
描
い
た
に
過

ぎ
な
い
。
平
成
24
年
の
聞
き
取
り
で
は
、
震
災
直
後
の
苦
労
話
、
不
自
由
な
避
難

所
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
多
く
の
話
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
翌
年
に
な
る
と
、
仮
設

住
宅
の
生
活
の
悩
み
や
そ
れ
に
取
り
組
む
人
々
の
話
な
ど
、
次
第
に
内
容
が
変
化

し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
人
々
の
問
題
が
生
活
の
不
自
由
さ
な
ど
外
的
問
題
か
ら
、

時
を
経
る
に
連
れ
て
将
来
へ
の
不
安
、疎
外
感
な
ど
内
的
問
題
へ
と
変
化
し
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
後
半
で
は
そ
の
問
題
に
対
処
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
人
々
の
話
を
取
り
上
げ
た
。
そ
こ
に
は
、
行
政
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
地
に
根
付
い
た
民
間
信
仰
、
民
俗
芸
能
の
力
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
回
の
震
災
で
は
、
民
間
信
仰
や
民
俗
芸
能
が
共
同
体
再
生
の
力

に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
事
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
被

災
者
の
心
の
ケ
ア
と
し
て
、
こ
れ
ら
が
機
能
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

仮
設
住
宅
が
あ
る
限
り
活
動
は
継
続
し
て
い
き
た
い
と
語
っ
て
い
た
。

　
被
災
者
の
中
に
は
民
間
信
仰
で
あ
る
イ
タ
コ
の
口
寄
せ
に
よ
っ
て
悩
み
に
取
り

組
ん
だ
人
も
あ
っ
た
。
高
嶋
キ
ヨ
さ
ん
（
昭
和
21
年
生
、
乙
部
）
は
、
震
災
で
夫

を
失
っ
た
。
高
嶋
さ
ん
は
ど
う
し
て
夫
は
避
難
し
な
か
っ
た
の
か
疑
問
を
持
ち
続

け
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
イ
タ
コ
に
拝
ん
で
も
ら
っ
た
友
人
の
勧
め
も
あ
り
、

磯
鶏
の
イ
タ
コ
を
訪
ね
た
。
イ
タ
コ
の
口
寄
せ
で
は
、
夫
は
逃
げ
る
の
が
間
に
合

わ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
た
。
高
嶋
さ
ん
は
夫
の
墓
は
大
好
き
だ
っ
た
海
の
見
え
る

場
所
に
建
て
、夫
に
会
い
た
く
な
っ
た
ら
、お
墓
に
行
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
だ
が
、

切
な
い
時
に
は
イ
タ
コ
の
声
が
聞
き
た
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
２
度
拝
ん
で
も
ら
っ

た
。
イ
タ
コ
の
言
葉
を
聴
く
と
気
持
ち
が
楽
に
な
る
の
だ
と
い
う
。
イ
タ
コ
に
は

夫
に
会
い
た
く
な
っ
た
ら
い
つ
で
も
来
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
冬
の
時
期
に
各
地
域
の
神
楽
宿
を
回
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
黒
森
神
楽
も
、
震
災

後
に
活
動
を
再
開
し
た
。
震
災
後
の
黒
森
神
楽
の
活
動
に
つ
い
て
、
保
存
会
長
の

松
本
文
雄
さ
ん
（
昭
和
24
年
生
、
和
野
）
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
黒
森
神

楽
は
震
災
後
の
６
月
25
日
に
ま
ず
権
現
舞
を
舞
う
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
翌
年
の

冬
の
北
廻
り
巡
行
の
際
に
は
、
海
に
向
か
っ
て
鎮
魂
の
気
持
ち
を
込
め
て
神
楽
念

仏
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
神
楽
宿
に
入
る
こ
と
に
し
た
。
か
つ
て
の
津
波
の
際
に
は
ど

う
し
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
自
分
た
ち
が
お
世
話
に
な
っ
た
宿
の
人
た
ち
は

神
楽
の
音
を
聞
い
て
き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
は
ず
だ
、
と
信
じ
て
い
る
。
黒
森
神
楽

の
巡
行
の
神
楽
宿
は
年
々
減
少
の
傾
向
に
は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
時
代
の
流
れ
で
あ

り
、
津
波
の
た
め
で
は
な
い
と
松
本
さ
ん
は
考
え
る
。
黒
森
神
社
の
神
で
あ
る
権
現

様
が
泊
ま
る
神
楽
宿
は
、
か
つ
て
は
民
家
だ
っ
た
が
、
集
会
所
が
当
て
ら
れ
る
こ
と

も
増
え
て
い
る
。
震
災
前
は
神
楽
宿
に
泊
め
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
震
災
後

は
な
る
べ
く
神
楽
宿
に
泊
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
神
様

を
家
に
招
き
た
い
と
い
う
人
も
あ
り
、
山
田
町
山
ノ
内
や
宮
古
市
重
茂
で
は
神
楽

宿
に
泊
ま
っ
た
。
平
成
25
年
の
南
廻
り
の
巡
行
の
時
に
は
、
大
槌
や
浪
板
な
ど
10

か
所
く
ら
い
で
、
家
が
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
門
打
ち
が
で
き
な
か
っ

た
。
今
ま
で
２
日
か
か
っ
て
回
っ
て
い
た
場
所
も
１
日
で
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
松

避難生活と心のケア
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最
後
に
、
聞
き
取
り
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
、
そ
れ
か
ら
、
田
老
の
町
に

寄
り
添
い
、
被
災
者
の
方
ヘ
の
橋
渡
し
に
な
っ
て
下
さ
っ
た
赤
沼
正
清
氏
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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